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問 

鳥
取
県
の
人
口
が
２
０
４
０
年
に

44
万
人
余
に
な
る
と
の
推
計
を
国
が
発

表
し
た
。今
後
、人
口
減
に
伴
い
、人
的
・

物
的
資
源
が
乏
し
く
な
る
中
で
、
こ
れ

ら
の
資
源
を
補
完
し
、
上
手
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、
私
は
人
口
減
、
協
働
・

連
携
を
テ
ー
マ
に
県
政
の
諸
課
題
に
つ

い
て
、代
表
質
問
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、

人
口
減
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
伺
う
。

答�

鳥
取
県
は
、
全
国
よ
り
早
い
ペ
ー

ス
で
人
口
減
・
高
齢
化
と
い
う
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。「
現

実
的
な
地
域
社
会
の
創
造
」
と
「
少
子

化
の
歯
止
め
等
、
攻
め
の
対
策
」、
こ

の
２
つ
の
ベ
ク
ト
ル
で
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問 

①
県
内
４
市
の
中
心
地
区
は
県
平

均
よ
り
も
人
口
減
・
高
齢
化
が
進
展
し

て
い
る
。
市
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ま
ち

な
か
過
疎
対
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。
②
全
国
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。
地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ

の
融
合
、
さ
ら
に
は
教
育
・
人
材
育
成

と
い
う
観
点
で
鳥
取
マ
ラ
ソ
ン
を
見
直

し
、
多
く
の
参
画
者
に
よ
る
地
域
の
観

光
資
源
、
食
、
文
化
等
を
生
か
し
た
大

会
に
発
展
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答�

①
現
在
、
４
市
と
協
議
を
始
め

て
い
る
が
、
ま
ち
な
か
の
具
体
的
な
生

の
声
に
応
え
な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
②
マ
ラ
ソ
ン
で
の
地
域
お

こ
し
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
鳥
取
マ
ラ
ソ
ン
の
拡
充
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
早
急
に
協
議
を
行
う
。

問�

①
保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、
保

育
士
の
抜
本
的
な
処
遇
改
善
を
国
に
求

め
る
と
と
も
に
県
独
自
の
対
策
を
講
じ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

②
県
は
障
が
い
者
施
策
全
般
を
ど
う
し

て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

答�

①
優
秀
な
人
材
の
確
保
も
含
め
、

国
に
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
求
め
て
い

問�

①
学
力
テ
ス
ト
で
小
６
の
算
数
、

理
科
が
全
国
平
均
を
下
回
り
、
高
校
入

試
の
得
点
状
況
を
見
る
と
、
学
力
の
二

極
化
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。
今
後
、
学

力
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
②
体

罰
調
査
の
結
果
、
昨
年
度
47
件
の
体
罰

が
確
認
さ
れ
た
。
体
罰
の
根
絶
に
向
け

た
教
育
長
の
決
意
を
伺
う
。

答�

①
高
校
で
は
模
擬
試
験
等
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
高
校
生
の
課
題
や
弱
点

を
分
析
し
、
小
中
学
校
で
は
少
人
数
学

級
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

授
業
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
子
ど

も
た
ち
が
生
き
て
い
く
社
会
で
求
め
ら

れ
て
い
る
力
を
見
据
え
な
が
ら
、
全
県

的
な
学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

②
現
場
の
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
体

罰
に
よ
ら
な
い
指
導
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
調
査
結
果
を
生
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
体
罰
に
苦
し
む
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

浜崎　晋一�議員

選挙区�鳥取市

人
口
減
へ
の
対
応

地
域
振
興

子
育
て
・
障
が
い
者
施
策

学
力
向
上
・
体
罰
の
根
絶

　

６
月
定
例
会
で
は
、
浜
崎
晋
一
議
員

（
鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党
）
が
県
行

財
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
会
派
を

代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

県
の
成
長
戦
略

対
岸
諸
国
交
流

�

鉄
永�

幸
紀�

議
員

選
挙
区�

鳥
取
市　
会
派�

自
由
民
主
党

問 

①
国
の
成
長
戦
略
と
鳥
取
県
経
済

再
生
成
長
戦
略
②
鳥
取
県
東
南
ア
ジ
ア

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
③
鳥
取
県

の
パ
ー
ト
ナ
ー
「
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
」

の
人
材
育
成
と
活
用
を
。

答�

①
鳥
取
県
の
成
長
戦
略
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
と
相
似
型
②
鳥
取
県
東
南
ア
ジ

ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
農
産
物
輸
出
・
観
光

客
誘
致
・
鳥
取
県
内
企
業
の
マ
ザ
ー
工

場
化
支
援
等
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長

を
取
り
に
行
く
③
日
本
政
府
の
奨
学
金

留
学
生
制
度
を
研
究
し
活
用
し
た
い
。

そ
の
上
で
、
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
と
協
議

す
る
。

一
般
質
問

　

６
月
定
例
会
で
は
、
27
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
紙
で
は
、
各

議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
質
問
と
答
弁

の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
議
事

録
の
全
文
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

中
部
の
道
路
整

備
と
観
光
振
興

Ｊ
Ｒ
因
美
線
の

高
速
化

�

横
山�

隆
義�

議
員

選
挙
区�

東
伯
郡　
会
派�

自
由
民
主
党

�
前
田�
八
壽
彦�

議
員

選
挙
区�
鳥
取
市　
会
派�

自
由
民
主
党

問 

鳥
取
自
動
車
道
、米
子
自
動
車
道
、

北
条
湯
原
道
路
と
い
う
「
三
本
の
矢
」

の
整
備
は
本
県
の
交
流
促
進
、
観
光
振

興
、
物
流
円
滑
化
、
防
災
救
急
医
療
な

ど
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ
。

代
替
道
路
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
早
急

に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答�

羽
合
イ
ン
タ
ー
の
出
口
、
３
１
３

号
と
北
条
湯
原
道
路
と
の
交
差
に
立
体

交
差
を
活
用
し
た
交
通
安
全
施
設
を
つ

く
る
こ
と
に
な
っ
た
。北
条
湯
原
道
路
は
、

問 

石
破
茂
幹
事
長
は
、
因
美
線
の
電

化
を
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
山
陰
新
幹

線
構
想
と
連
動
し
て
い
る
か
。
ま
た
高

速
化
の
実
現
の
方
策
は
ど
う
か
。

答�

山
陰
の
鉄
道
高
速
化
を
ぜ
ひ
実
現

し
て
頂
く
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。

そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
因
美
線
の
電
化

等
の
局
面
も
あ
り
う
る
と
思
う
。
ミ
ニ

新
幹
線
に
し
よ
う
と
か
、
フ
リ
ー
ゲ
イ

ジ
ト
レ
イ
ン
に
し
よ
う
と
し
た
場
合
に

因
美
線
経
由
、
智
頭
線
経
由
は
、
有
力

な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
国
に
働

き
か
け
、
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
会
議
の
な
か

で
検
討
の
端
緒
を
つ
か
む
。

く
。
ま
た
、
県
独
自
で
届
出
保
育
所
へ

の
助
成
、
保
育
士
の
加
配
等
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
子
育
て
環
境
の
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

②
鳥
取
県
は
工
賃
３
倍
計
画
を
掲
げ
て

取
り
組
み
、
現
在
、
全
国
９
位
の
工
賃

水
準
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な

障
が
い
者
に
対
し
て
、
総
合
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
障
が

い
者
芸
術
・
文
化
祭
と
い
う
モ
ー
メ
ン

ト
を
来
年
度
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。


